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第３４０回 

 
　市議会では、議会ホームページの充実、情報の発信、議会中継、各常任委員会研修の取り組
みなど、議会の活性化を進めています。活性化のひとつの取り組みとして、議員定数を検討す
ることになりました。現在の議員定数は、20人。小野市条例により定められています。検討し
た結果は、本年度中にまとめる予定をしています。 

 
 

　第３４０回９月市議会定例会は、８日から２９日

まで、２２日間にわたり開催しました。 

　提出議案は、専決処分の承認、一般会計補正予算、

指定管理者の指定手続き条例の制定、人事案件、

意見書案など１７議案を原案どおり可決しました。 

9月定例会 
主な内容 
・一般質問…………………………２～５ページ 
　掘井算満・吉田成宏・竹内　修・松本義博・藤本修造・
　松井精史・鈴垣　元の７議員が１９項目を質問 
・議案質疑…………………………６ページ 
　川名善三・春名良兼の２議員が４項目を質疑 
・各常任委員会の審査……………７ページ 

９月定例会の一般質問・質疑の全内容は議会のホームページ 
でご覧いただけます。そのほか議会中継ライブラリ、行政視察
報告書、市議会だより、小学っ子議会ビデオなどたくさんの
議会関連情報を発信しています。いちどアクセスしてください。 

今年の米の作況指数は102、たわわに実る稲穂 



 

 

２ 

九
月
定
例
会 

 

一
般
質
問
発
言
者 

 

掘
　井
　算
　満
　議
員 

 

・
特
定
外
来
生
物
へ
の
対
策
に
つ
い
て 

・
南
環
状
線
の
整
備
計
画
に
つ
い
て 

 

吉
　田
　成
　宏
　議
員 

 

・
小
野
市
南
東
部
丘
陵
開
発
事
業
の
進
捗
状 

　
況
に
つ
い
て 

・
市
民
参
加
型
ミ
ニ
市
場
公
募
債
に
つ
い
て 

・
個
人
情
報
取
り
扱
い
に
つ
い
て 

・
急
増
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に
つ
い
て 

 

竹
　内
　　　　修
　議
員 

 

・
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て 

・
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
地
域
活
動
に

お
け
る
役
割
に
つ
い
て 

 

松
　本
　義
　博
　議
員 

 

・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
跡
地
利
用
に
つ
い
て 

・
市
街
地
の
交
通
規
制
に
つ
い
て 

 

藤
　本
　修
　造
　議
員 

 

・「
官
か
ら
民
へ
」
に
つ
い
て 

・
小
野
市
の
安
全
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 
 

  

　 松
　井
　精
　史
　議
員 

 

・
地
球
環
境
に
つ
い
て 

・
新
た
な
特
産
品
に
つ
い
て 

・
自
殺
者
対
策
に
つ
い
て 

 

鈴
　垣
　　　　元
　議
員 

 
・
介
護
保
険
に
つ
い
て 

・
農
業
の
維
持
と
課
題
に
つ
い
て 

・
国
際
交
流
に
つ
い
て 

・
水
害
の
教
訓
の
そ
の
後
に
つ
い
て 

 

質
疑
発
言
者 
 

川
　名
　善
　三
　議
員 

 

・
議
案
第
５６
号
平
成
１７
年
度
一
般
会
計
補
　

正
予
算
に
つ
い
て 

・
議
案
第
６０
号
小
野
市
公
の
施
設
に
係
る 

　
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る 

　
条
の
制
定
に
つ
い
て 

 

春
　名
　良
　兼
　議
員 

 

・
議
案
第
５６
号
平
成
１７
年
度
一
般
会
計
補
　

正
予
算
に
つ
い
て 

・
議
案
第
６２
号
小
野
市
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

       

　
　 
 

特
定
外
来
生
物
へ
の 

　
　
　
　
　
対
策
に
つ
い
て 

 

問
　
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に

係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
が
本
年

６
月
に
施
行
さ
れ
、
県
に
お
い
て
も
対
策

の
た
め
、
仮
称
「
外
来
生
物
対
策
本
部
」

が
設
置
さ
れ
た
が
、
小
野
市
の
生
息
状
況

及
び
そ
の
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。 

　
　 

答
　
小
野
市
内
で
の
生
息
状
況
は
、
十

分
把
握
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
市
猟
友

会
等
の
捕
獲
状
況
は
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
が

平
成
１５
年
度
１６
頭
、
１６
年
度
４
頭
、

ア
ラ
イ
グ
マ
が
１７
年
度
２
頭
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ（
ス
ク
ミ

リ
ン
ゴ
ガ
イ
）は
、
法
律
の
対
象
物
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和
４６
年
頃
食
用
と

し
て
輸
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
食
用
に
向

か
ず
、
放
棄
さ
れ
、
水
田
稲
作
に
被
害

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。 

　
（
地
域
振
興
部
次
長
） 

　 
 

 

　
市
内
で
約
１４
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
生
息
、

防
除
と
し
て
は
キ
タ
ジ
ン
Ｐ
剤
、
ま
た
、

刈
り
取
り
後
の
耕
転
時
、
石
灰
窒
素
の

投
入
が
有
効
と
言
わ
れ
て
お
り
、
市
民

の
安
全
安
心
の
た
め
、
更
に
、
そ
の
防

除
対
策
に
万
全
を
期
し
ま
す
。
　 

（
地
域
振
興
部
次
長
） 

　
　 

 

南
環
状
線
の 

　
　
整
備
計
画
に
つ
い
て
　
　 

 

問
　
こ
の
路
線
は
、
昭
和
４６
年
１１
月
末
都

市
計
画
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
小
野
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
か
ら
東
環
状
線
が
交
差
し
て
い

る
間
は
整
備
さ
れ
て
い
る
。
未
整
備
で
あ

る
西
環
状
線
に
至
る
区
間
の
整
備
計
画
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。 

　
　 

答
　
県
都
市
計
画
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、

整
備
内
容
の
見
直
し
、
経
済
効
果
、
財

政
状
況
の
見
通
し
等
を
十
分
精
査
検
討

し
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
技
　
監
） 

 

（
一
般
質
問
・
質
疑
の
抄
録
は
発
言
し
た
議
員
が 

　
編
集
し
ま
し
た
。
全
文
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て 

　
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
） 

新
生
ク
ラ
ブ 

　
　
掘
　
井
　
算
　
満
　議
員 

ご意見をお待ちしています。 
議会のメールアドレス：gikai@city.ono.hyogo.jp　 



公
明
党 

　
　
竹
　
内
　
　
　
修
　議
員 

新
生
ク
ラ
ブ 

　
　
吉
　
田
　
成
　
宏
　議
員 

３ 

        

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て 

 

答
　
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
が

確
認
さ
れ
た
公
共
施
設
は
、
大
池
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
室
天
井
と
小
野
東

小
学
校
の
校
長
室
及
び
玄
関
の
天
井
で
す
。

ど
ち
ら
も
飛
散
性
は
き
わ
め
て
低
い
と

い
う
の
が
市
の
見
解
で
す
が
、
小
野
東

小
学
校
に
つ
い
て
は
安
全
対
策
の
た
め

す
で
に
飛
散
防
止
対
策
工
事
を
発
注
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
総
務
部
長
） 

  

出
産
費
の
軽
減
に
お
け
る 

　
　
出
産
育
児
一
時
金
の 

　
　
　
　
取
り
扱
い
に
つ
い
て 

 
答
　
小
野
市
国
民
健
康
保
険
で
は
妊
娠

４
ヶ
月
以
上
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、

出
産
育
児
一
時
金（
一
律
３０
万
円
）を
支
給
。

従
来
、
申
請
か
ら
支
給
ま
で
日
数
が
か

か
り
退
院
時
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た

め
に
、
平
成
１８
年
４
月
か
ら
受
領
委
任

払
制
度
（
市
か
ら
直
接
医
療
機
関
に
支

　 
 

払
う
制
度
）
を
導
入
、
こ
れ
に
よ
り
費

用
の
立
替
・
貸
付
申
請
が
不
要
と
な
り
、

退
院
時
の
支
払
い
が
３０
万
円
を
超
え
る

不
足
分
だ
け
に
な
り
ま
す
。
　 

（
市
民
福
祉
部
長
） 

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の 

　
　
地
域
活
動
に
お
け
る 

　
　
　
　
事
業
拡
大
に
つ
い
て 

 

答
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
地

区
ご
と
に
設
置
し
て
お
り
、
市
民
の
講
座
、

体
験
学
習
の
場
と
し
て
、
ま
た
地
域
活

動
の
拠
点
と
し
て
活
性
化
し
て
い
ま
す
。

小
野
及
び
小
野
東
両
地
区
で
は
中
央
公

民
館
を「
コ
ミ
セ
ン
お
の
」と
名
称
変
更

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
小
野
中
学
校
、
小
野
東
小
学
校
の
建

て
替
え
時
期
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
計

画
中
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る

か
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
地
域
内
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
盛
り
込
む
こ

と
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
教
育
次
長
）  

  
小
野
市
南
東
部
丘
陵
開
発 

　
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

  

答
　
県
の
小
野
長
寿
の
郷
計
画
は
、
魅
力

に
乏
し
い
と
し
て
民
間
事
業
者
の
参
加

意
向
が
な
く
、
現
時
点
で
は「
健
康
交
流

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」と
し
て
、
森
林
療
法
や

伝
統
医
学
に
基
づ
く
健
康
づ
く
り
の
検

証
を
行
う
里
山
整
備
を
推
進
す
る
旨
提

案
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
活
性
化

を
図
り
た
い
地
元
と
し
て
は
ス
ピ
ー
ド
・

実
現
性
な
ど
に
乏
し
く
否
定
的
な
見
解

を
伝
え
て
お
り
、
県
に
対
し
思
い
切
っ

た
方
向
転
換
を
含
む
見
直
し
を
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

（
総
合
政
策
部
長
） 

  

答
　
東
播
磨
南
北
道
路
に
つ
い
て
は
、
総

延
長
１２
・
５
㎞
の
う
ち
、
宗
佐
第
３
ラ
ン

プ
間
で
の
７
・
７
㎞
区
間
は
、
事
業
に

着
手
し
て
い
ま
す
。 

　
以
北
の
４
・
４
㎞
は
、
ル
ー
ト
変
更

に
よ
る
道
路
構
造
や
工
法
検
討
に
日
数

を
要
し
、
又
、
小
野
長
寿
の
郷
計
画
の

進
捗
に
合
わ
せ
、
国
道
１
７
５
号
と
の

接
続
方
法
も
調
整
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
こ
れ
以
上
の
ル
ー
ト
変
更
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
（
技
監
） 

 

     

　
　 

答
　
新
た
な
工
業
団
地
造
成
計
画
に
つ

い
て
は
、
小
野
工
業
団
地
完
売
後
も
企

業
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
地
域
の

活
性
化
、
雇
用
の
場
の
確
保
、
市
の
財

政
基
盤
の
確
立
の
た
め
に
も
、
新
し
い

工
業
団
地
が
必
要
と
判
断
し
、
地
権
者

の
意
向
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
　
　 

　
（
助
役
） 

 

住
民
参
加
型 

　
ミ
ニ
市
場
公
募
債
に
つ
い
て 

 

答
　
県
下
で
は
、
兵
庫
県
民
債
や
県
と
市

が
共
同
で
発
行
す
る「
の
じ
ぎ
く
債
」
や
、

市
単
独
で
は
加
古
川
市
の「
か
こ
が
わ
未

来
債
」の
例
が
あ
り
ま
す
。 

　
ミ
ニ
市
場
公
募
債
は
、
資
金
調
達
手
段

の
多
様
化
や
、
市
民
の
行
政
へ
の
参
画
と

い
う
点
で
有
効
と
考
え
ま
す
が
、
小
野
市

で
は
世
代
間
に
公
平
な
負
担
を
求
め
る

こ
と
、
長
期
的
に
安
定
し
た
資
金
計
画

が
立
て
ら
れ
る
こ
と
、
借
り
換
え
時
の
レ

ー
ト
や
手
数
料
等
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
や

事
務
効
率
を
勘
案
し
、
現
行
の
銀
行
等
か

ら
の
資
金
調
達
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
助
役
） 

 



４ 

         

官
か
ら
民
へ 

 

問
　
「
公
設
公
営
」か
ら「
公
設
民
営
」へ
、

さ
ら
に「
民
設
民
営
」へ
と
移
行
し
て
い
く
が
、

地
域
主
導
型
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。 

 

答
　
安
全
性
、
責
任
、
資
金
等
地
域
の
方
々

と
行
政
が
協
働
し
て
地
域
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
く
に
は
、
官
と
民
と
の
役
割

分
担
が
必
要
。
公
平
、
平
等
を
重
視
し
一

律
的
な
施
策
展
開
を
基
本
と
す
る
行
政
の
、

手
の
届
か
な
い
分
野
や
地
域
の
身
近
な

課
題
な
ど
、「
民
」へ
の
期
待
や
ニ
ー
ズ
が

そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
情
報
の
共
有
と
対

等
の
立
場
で
話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が

基
本
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
合
政
策
部
長
） 

 
問
　
「
参
画
と
は
役
割
を
持
つ
こ
と
」「
協

働
と
は
責
任
を
持
つ
こ
と
」そ
の
な
か
で
、

官
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
。 

 

答
　
相
互
の
存
在
意
識
を
認
識
し
尊
重

し
あ
い
、
相
互
に
持
て
る
資
源
を
出
し

合
い
、
対
等
の
立
場
で
、
共
通
す
る
社
会

目
的
の
実
現
に
向
け
活
動
を
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
地
域
主
導
型
の
特
徴
は
、

地
域
の
真
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
よ
り
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
な
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
な

対
応
が
可
能
で
あ
り
、「
地
域
が
地
域
を

変
え
、
地
域
が
地
域
を
守
っ
て
い
く
」こ

と
に
な
り
ま
す
。
　
（
総
合
政
策
部
長
） 

   

小
野
市
の
安
全
の
取
り
組
み 

 

問
　
水
道
施
設
の
緊
急
遮
断
弁
設
置
は
。 

 

答
　
緊
急
遮
断
弁
は
、
災
害
時
の
飲
料

水
確
保
の
た
め
の
設
備
で
あ
り
、
市
で

は
す
で
に
飲
料
水
確
保
対
策
は
で
き
て

い
る
が
、
本
年
度
実
施
予
定
の
小
野
市

水
道
事
業
基
本
計
画
策
定
の
中
で
、
さ

ら
に
研
究
い
た
し
ま
す
。
（
水
道
部
長
） 

  

問
　
台
風
災
害
の
対
応
に
つ
い
て
。 

 

答
　
昨
年
の
台
風
２３
号
の
教
訓
は
、
避

難
勧
告
や
災
害
情
報
の
迅
速
な
伝
達
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
の

会
長
と
連
絡
体
制
の
整
備
構
築
、
安
心

安
全
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
情
報
配
信

を
行
い
ま
す
。
　
（
市
民
安
全
部
長
） 

 

         

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
跡
地
利
用
に
つ
い
て 

 

問
　
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
用
地
の
買
収
計
画
は
、
交
渉

に
入
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

土
地
の
有
効
利
用
構
想
に
つ
い
て
、
地
元
と

と
も
に
夢
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
糧
に
し
た

い
と
考
え
ま
す
の
で
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

答
　
こ
の
土
地
は
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
広
さ
の
山
林
で
、
市
の
中
心
部
に
近
く
、

緩
や
か
な
丘
陵
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

多
様
な
利
用
方
法
が
考
え
ら
れ
、
将
来

の
小
野
市
の
貴
重
な
財
産
に
な
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

　
土
地
利
用
構
想
に
つ
い
て
は
、
小
野

東
小
学
校
及
び
凍
結
し
て
い
る
小
野
中

学
校
改
築
と
あ
わ
せ
て
、
小
中
連
携
を

目
指
し
た
一
貫
校
の
構
築
と
い
う
夢
を

も
構
想
に
入
れ
た
文
教
ゾ
ー
ン
と
し
て

取
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
他
の
エ
リ
ア
は
、
陸
上
競
技
場
、

サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
、 

 

ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
野
外
活
動
の

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
、
そ
の
他
里

山
ゾ
ー
ン
な
ど
、
市
民
に
夢
を
与
え
る

施
設
整
備
が
可
能
な
エ
リ
ア
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
こ
の
計
画
を
実
現
す
る
に
は
、

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
側
だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
域

の
ご
理
解
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
他
に

も
様
々
な
問
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も

前
向
き
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

地
域
の
皆
様
の
格
段
の
ご
協
力
を
賜
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　
（
市
長
） 
  

市
街
地
の
交
通
規
制
に
つ
い
て 

 

問
　
旧
１
７
５
号
線
の
市
街
地
に
限
り
「
一

方
通
行
」
を
実
施
し
て
は
ど
う
で
す
か
。 

 

答
　
「
一
方
通
行
」に
つ
い
て
は
、
か

え
っ
て
交
通
の
流
れ
を
遮
断
す
る
こ
と

に
な
り
、
よ
り
大
き
な
交
通
障
害
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
警
察
当
局
へ
の
要
望

は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　 

（
市
民
安
全
部
長
） 

市
民
ク
ラ
ブ 

　
　
藤
　
本
　
修
　
造
　議
員 

市
民
ク
ラ
ブ 

　
　
松
　
本
　
義
　
博
　議
員 



５ 

 

　 介
護
保
険
に
つ
い
て 

  

問
　
介
護
保
険
法
が
改
定
さ
れ「
介
護
予
防
」

導
入
に
よ
る
軽
度
者
の
サ
ー
ビ
ス
給
付
が

制
限
さ
れ
る
。
要
介
護
区
分
の
変
更
に
よ

り「
新
要
支
援
１
・
２
」は
原
則
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
が
市
内
の
該

当
者
数
は
。 

　
　 

答
　
要
介
護
区
分
は
、「
要
支
援
」と「
要

介
護
１
か
ら
５
」ま
で
６
段
階
で
あ
っ

た
も
の
が
、
来
年
４
月
か
ら「
要
介
護

１
」認
定
者
の
う
ち
、
心
身
の
状
態
が

不
安
定
者
や
認
知
症
等
の
方
を
除
く
約

７
割
が「
要
支
援
２
」に
移
行
し
７
段
階

の
区
分
と
な
り
、
要
支
援
該
当
者
は
４

６
０
名
程
度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
従

来
の
家
事
援
助
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
律

に
カ
ッ
ト
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
市
民
福
祉
部
長
） 

 

問
　
施
設
利
用
者
の
居
住
費
・
食
費
は
、

１０
月
よ
り
全
額
自
己
負
担
と
な
る
。
利
用

者
の
負
担
額
は
ど
う
変
わ
る
か
。
ま
た
低

所
得
者
に
は
負
担
上
限
が
設
け
ら
れ
る
が
、

申
請
を
し
な
け
れ
ば
減
額
措
置
を
適
用
さ

れ
な
い
。
ど
う
周
知
徹
底
さ
れ
る
の
か
。 

　
　 

答
　
基
準
費
用
額
の
例
で
す
と
特
養
ホ

ー
ム
入
所
者
の
場
合
、
食
費
で
月
額
１

　 

　 万
８
千
円
程
度
。
居
住
費
で
は
、
多
床

室
入
所
者
で
９
千
６
０
０
円
、
ユ
ニ
ッ

ト
型
個
室
入
所
者
で
１
万
９
千
円
程
度

の
負
担
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
改
正
内

容
に
つ
い
て
は
、
８
月
に
全
介
護
認
定

者
宛
て
に
通
知
い
た
し
ま
し
た
。
施
設

入
所
者
に
は
事
業
者
か
ら
も
説
明
を
お

こ
な
い
事
業
者
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば

市
も
説
明
に
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　 

　
　
　
　
（
市
民
福
祉
部
長
） 

 

問
　
介
護
予
防
の
目
的
で
地
域
支
援
事
業

が
行
な
わ
れ
、
中
核
機
関
と
し
て「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
創
設
さ
れ
る
。
セ
ン

タ
ー
は
、
市
町
村
の
機
能
を
強
化
す
る
一

環
と
し
て
設
置
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
る
。
姫
路
市
で
は「
市
民
生
活
を
守

る
砦
」と
位
置
づ
け
、
民
間
委
託
で
は
な
く

市
直
営
を
決
め
た
が
小
野
市
は
ど
う
か
。 

　
　 

答
　
１０
月
に
準
備
室
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

運
営
協
議
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
ま
す
が
、

官
民
の
役
割
分
担
か
ら
み
ま
す
と
市
直

営
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。 （

市
長
） 

        

地
球
環
境
に
つ
い
て 

 

問
　
予
算
の
重
点
項
目
に「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

シ
テ
ィ
お
の
」を
掲
げ
る
と
と
も
に
景
観
整

備
課
を
発
足
さ
せ
、
花
と
緑
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
ま
た
、
ご
み
の

減
量
化
、
堆
肥
化
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
現
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

  

答
　「
花
で
お
も
い
や
り
」と「
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
シ
テ
ィ
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
」を
表

現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
成
果
は
、
賞
を

受
賞
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

　
よ
り
花
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
市
内
５
ヵ
所
に
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を

整
備
し
て
い
ま
す
。 

（
地
域
振
興
部
次
長
） 

 

答
　
ま
た
、
「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け

れ
ば
資
源
」の
分
別
収
集
に
取
り
組
み
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
減
量
化
を

強
化
し
、
堆
肥
化
に
つ
い
て
も
農
業
者

の
ご
協
力
を
得
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
市
民
安
全
部
長
） 

            

新
た
な
特
産
品
に
つ
い
て 

 

問
　
小
野
市
の
新
し
い
特
産
品
と
し
て
、

香
り
と
栄
養
豊
富
な「
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
」に
注
目
し
て
い
ま
す
。
私
も
試
み
に
苗

を
育
て
た
と
こ
ろ
百
個
以
上
実
り
ま
し
た
。

特
産
品
と
し
て
、
ま
た
、
栽
培
農
家
の
組

織
化
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。 

  

答
　
熱
帯
地
方
の
果
物
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
の
栽
培
は
、
市
内
２２
の
農
家
が

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 

　
消
費
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
付
加
価

値
の
高
い
商
品
を
生
み
出
す
た
め
に
も
、

ま
ず「
小
野
う
ま

い
も
ん
ブ
ラ
ン

ド
評
価
委
員
会
」

の
認
証
を
得
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、

組
織
化
に
向
け

て
支
援
を
し
て

ま
い
り
た
い
と

考
え
ま
す
。 

（
市
長
） 

日
本
共
産
党 

　
　
鈴
　
垣
　
　
　
元
　議
員 

新
生
ク
ラ
ブ 

　
　
松
　
井
　
精
　
史
　議
員 

たわわに実ったパッションフルーツたわわに実ったパッションフルーツ たわわに実ったパッションフルーツ 



６ 

    

　
　
　
　 

　
　
　
　 

平
成
１７
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て 

  

問
　
老
人
福
祉
費
に
お
け
る
地
域
介
護
・

空
間
整
備
事
業
経
費
１
千
８
０
０
万
円
の

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
。
　
　 

 

答
　
平
成
１８
年
４
月
か
ら
の
介
護
保
険
制

度
の
改
正
を
前
に
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
ま
た
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
高
齢
者
の
日
常
生
活
圏
域
内
で
提

供
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。 

　
こ
の
た
め
今
後
４
年
以
内
に
市
町
村
が

実
施
す
る
介
護
・
福
祉
基
盤
の
面
的
整
備

に
対
し
て
１
億
円
を
交
付
上
限
額
と
す
る

「
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
交
付
金

制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
市
で
は
来
年
度
か
ら
開
始
を
予
定
し

て
い
る
新
予
防
給
付
サ
ー
ビ
ス
及
び
地
域

支
援
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、

平
成
１７
年
度
に
介
護
予
防
拠
点
を
市
内
４

ヵ
所
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
１
ヵ
所
当

た
り
４
５
０
万
円
、
計
１
千
８
０
０
万
円

の
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。 

（
市
民
福
祉
部
長
） 

 

    

　
　
　
　 

　
　
　
　 

小
野
市
公
の
施
設
に
係
る 

　
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に 

　
　
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

  

問
　
指
定
管
理
者
候
補
者
選
定
の
透
明
性
、 

公
平
性
確
保
の
点
か
ら
選
定
委
員
会
等
を

設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
　
　 

 

答
　
指
定
管
理
者
の
選
定
に
は
、
そ
の
施 

設
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
効
用
を
最
大
限

に
発
揮
す
る
も
の
を
選
定
す
べ
き
で
す
。

選
定
方
法
は
公
正
か
つ
透
明
性
を
確
保
す

る
こ
と
が
最
大
の
条
件
で
あ
り
、
法
の
規

定
は
な
い
が
外
部
委
員
も
含
む
選
定
委
員

会
を
設
置
し
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
総
合
政
策
部
長
） 
  

問
　
指
定
管
理
者
の
適
正
な
運
営
が
な
さ 

れ
て
い
る
か
の
チ
ェ
ッ
ク
を
果
た
す
観
点
か

ら
事
業
報
告
書
の
一
般
公
開
す
べ
き
で
は
。 

 

答
　
指
定
管
理
者
の
事
業
報
告
は
、
管
理 

業
務
や
利
用
状
況
な
ど
の
ほ
か
、
収
支
報

告
に
つ
い
て
公
金
と
み
な
し
、
施
設
が
適

正
且
つ
効
果
的
に
活
用
で
き
て
い
る
か
を

検
証
す
る
た
め
に
、
管
理
運
営
に
対
す
る

監
査
が
必
要
で
す
、
監
査
内
容
を
広
く
市

民
に
情
報
公
開
を
す
る
考
え
で
す
。 

（
総
合
政
策
部
長
） 

      

平
成
１７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て 

 

問
　
総
務
費
、
一
般
管
理
費
の
需
用
費
及
び

　
工
事
請
負
費
の
内
容
は
。
　
　 

 

答
　
需
用
費
は
、
県
に
よ
り
市
内
４
河
川

（
東
条
川
、万
勝
寺
川
、山
田
川
、前
谷
川
）

の
浸
水
想
定
区
域
図
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
４
河
川
に
対
し
て
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

事
業
費
の
３
分
の
２
が
県
補
助
に
な
り
、
国
、

県
管
理
河
川
の
浸
水
想
定
区
域
、
昨
年
の

台
風
２３
号
被
害
箇
所
、
市
内
全
域
の
土
砂

災
害
危
険
個
所
、
災
害
時
の
避
難
箇
所
等

を
含
め
た
総
合
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
を
委

託
し
ま
す
。 

　
既
存
需
用
費
の
２
０
０
万
円
を
委
託
料

に
廻
し
６
０
０
万
円
と
し
て
補
正
計
上
し
、

業
務
委
託
を
行
う
も
の
で
す
。 

　
ま
た
工
事
請
負
費
は
、
昨
年
の
台
風
２３

号
に
よ
る
浸
水
被
害
の
際
、
広
報
車
、
市

職
員
に
よ
る
個
別
の
避
難
勧
告
、
自
主
防

衛
組
織
会
長
、
区
長
、
地
元
役
員
に
よ
る

避
難
の
呼
び
か
け
、
消
防
団
の
サ
イ
レ
ン

等
に
よ
る
避
難
連
絡
を
し
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
被
害
の
あ
っ
た
一
部
の
地
域
で
は
、

情
報
伝
達
に
時
間
を
要
し
、
住
宅
の
周
り 

       

で
浸
水
の
被
害
が
発
生
し
始
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
、
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た

地
域
に
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
よ
り
良
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
必
要
な
情
報
が
伝
達
で
き

る
サ
イ
レ
ン
の
設
置
工
事
を
行
う
た
め
に

２
０
０
万
円
の
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。 

（
市
民
安
全
部
長
）  

問
　
小
野
中
学
校
校
舎
改
築
事
業
廃
止
に

伴
う
代
替
案
は
考
え
て
い
る
か
。
　
　 

 

答
　
小
野
中
学
校
改
築
工
事
に
つ
い
て
は
、

用
地
買
収
不
調
の
た
め
７
月
に
事
業
の
凍

結
を
し
ま
し
た
。 

　
建
替
え
計
画
は
、
７
月
１９
日
の
議
員
協

議
会
で
、「
中
学
校
の
改
築
を
進
め
て
行

く
と
い
う
方
針
は
変
わ
ら
な
い
が
、
改
築

の
具
体
的
な
計
画
は
今
の
と
こ
ろ
白
紙
の

状
態
」
と
説
明
い
た
し
ま
し
た
。 

　
今
後
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
動
き
、
生

徒
の
人
数
の
動
向
等
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

検
討
し
、
幅
広
く
市
民
の
意
見
を
聞
き
、

校
舎
改
築
の
代
替
案
を
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
教
育
次
長
） 

議
案
 

質
疑
 

 

公
明
党 

　
　
川
　名
　善
　三
　議
員
の
質
疑 

 

日
本
共
産
党 

　
　
春
　名
　良
　兼
　議
員
の
質
疑 



９
月
定
例
会
は
、
２７
日
、
総
務
文
教
、
民
生
保
健
、
地
域
振
興
各
常
任
委
員
会
を
開
催
、
議
案
第
５０
号
、
第
５６
号
か
ら

第
６６
号
の
１２
議
案
に
つ
い
て
、
市
当
局
か
ら
説
明
を
受
け
、
慎
重
に
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
。 

常任委員会  
審査報告  

　 　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
吉
田
成
宏

委
員
長
）
の
付
託
７
件
の
う
ち
で
議
案

第
５０
号
衆
議
院
総
選
挙
執
行
費
（
専
決

処
分
の
承
認
）
を
審
査
す
る
過
程
で
、 

「
投
票
は
国
民
の
権
利
で
あ
り
義
務
で
あ
る
。

投
票
率
１
０
０
％
を
目
標
に
、
学
校
教
育

で
選
挙
の
重
要

性
を
指
導
す
る

な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
観
点
か
ら
投

票
率
ア
ッ
プ
に

向
け
努
力
さ
れ

た
い
」 

　
第
５６
号
小

野
中
学
校
校

舎
改
築
事
業

の
凍
結
（
一

般
会
計
補
正

予
算
）
を
審

査
す
る
過
程
で
、 
 

「
小
野
中
学
校
・
小
野
東
小
学
校
の
校
舎

改
築
に
向
け
て
、
児
童
生
徒
が
快
適
な
環

境
で
勉
強
に
集
中
で
き
る
よ
う
用
地
取
得

を
は
じ
め
早
期
に
対
応
策
を
検
討
さ
れ
た
い
」 

「
学
校
改
築
な
ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
行
に
あ
た
っ
て
は
、
年
度
途
中
で
国

庫
補
助
金
を
辞
退
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

執
行
管
理
な
ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
さ

れ
た
い
」
議
案
第
６０
号
小
野
市
公
の
施

設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続

き
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
を
審
査
す

る
過
程
で
、 

「
指
定
管
理
者
の

指
定
手
続
き
に
つ

い
て
、
市
民
の
代

表
で
あ
る
議
会
が

関
与
で
き
る
よ
う

議
会
へ
の
事
業
報

告
書
の
提
出
、
兼

職
の
禁
止
な
ど
を

今
後
、
明
文
化
さ

れ
る
よ
う
検
討
さ

れ
た
い
」
と
の

意
見
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

 

　
民
生
保
健
常
任
委
員
会
（
藤
本
修
造

委
員
長
）
の
付
託
の
５
件
の
う
ち
で
議

案
第
５６
号
水
害
対
策
非
常
用
サ
イ
レ
ン

整
備
事
業
（
一
般
会
計
補
正
予
算
）
を

審
査
す
る
過
程
で
、
「
水
害
対
策
非
常
用

サ
イ
レ
ン
整
備
事
業
は
、
平
成
１６
年
に
台
風

２３
号
の
被
害
を
受
け
た
粟
生
地
区
を
対
象
と

し
て
い
る
が
、
市
は
設
置
す
る
も
の
の
災
害

時
の
操
作
は
自
治
会
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
事
前
の
操
作
方
法
は
も
と
よ
り
、
周

囲
住
民
へ
の
啓
発
、

防
災
訓
練
に
つ

い
て
も
指
導
の

徹
底
を
図
ら
れ

た
い
」 

「
東
条
川
、
万

勝
寺
川
、
山
田
川
、

前
谷
川
周
辺
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
製
作
を
予
定

し
て
い
る
が
、

住
民
に
配
布
す

る
だ
け
で
な
く
、

災
害
発
生
時
に 

　 は
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
な
ど
の
マ
ッ

プ
の
見
方
、
使
い
方
を
周
知
徹
底
を
図
る

と
と
も
に
災
害
に
強
い
小
野
市
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」 

　
議
案
第
５７
号
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
を
審
査
す
る
過
程
で 

「
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
１０
月
か

ら
居
住
費
、
食
事
費
が
原
則
自
己
負
担
と

な
り
、
市
民
の
間
に
は
全
額
自
己
負
担
で

経
費
が
高
く
な
る
と
い
う
意
識
が
先
行
し

て
い
る
が
、
所
得
に
よ
っ
て
は
減
額
対
象

と
な
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
市
民
に
正
確

な
情
報
が
届
く
よ
う
啓
発
に
努
め
ら
れ
た
い
」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

　
地
域
振
興
常
任
委
員
会
（
鈴
垣
　
元

委
員
長
）
の
付
託
２
件
の
議
案
は
　

特
に
指
摘
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
結
果
、
各
常
任
委
員
会
で
の
反

対
討
論
は
な
く
議
案
１２
件
す
べ
て
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
、
本
会
議
で
可

決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。 

７ 

地域振興常任委員会 

民生保健常任委員会 

総務文教常任委員会 



■お問い合わせは：議会事務局：ＴＥＬ.63-1006　ＦＡＸ.63-4108   ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ gikai@city.ono.hyogo.jp

 gikai@city.ono.hyogo.jp

ホームページ 
だより 

◎市長提出議案 
補正予算 
・平成１７年度一般会計補正予算（第３号）　
小野中学校校舎改築事業５億７，００４万円減 

　ハザードマップ作成経費　 　 ４００万円 
　水害対策非常用サイレン整備　 ２００万円 

・平成１７年度小野市介護保険特別会計補正予算 
　（第１号） 

・平成１７年度小野市水道事業会計補正予算 
　（第１号） 

・平成１７年度小野市下水道事業会計補正予算 
　（第１号） 

条　例 
・小野市公の施設に係る指定管理者の指定手
続き等に関する条例の制定について  
・議会の議員その他非常勤の職員の公務災害
補償等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について  
・小野市営住宅管理条例の一部を改正する条
例の制定について  
・小野市火災予防条例の一部を改正する条例
の制定について  
・小野市消防団員等公務災害補償条例の一部
を改正する条例の制定について  

専決処分 
・平成１７年度小野市一般会計補正予算（第２号） 
　衆議院議員総選挙執行経費　　２，６５０万円   
人事案件 
・人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求め
ることについて 
菅田町４７５番地　 井 上  　 正 氏（再任） 

・小野市教育委員会委員の任命について 
中町２７５番地の１　松 原 ひとみ 氏（再任）  

そ の 他 
・兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変更
について  
・北播肢体不自由児機能回復訓練施設事務組
合わかあゆ園を組織する地方公共団体の数
の減及び規約の一部変更について 
 
◎意　 見　 書 
・アスベスト対策を求める意見書  
・リフォーム詐欺から高齢者等を守るための対
策強化を求める意見書  
・自治体病院の医師確保対策を求める意見書 

ITめざすe－議会 

 

１１月３０日（水）　本会議第１日 

１２月１３日（火）　本会議第２日 

１２月１４日（水）　本会議第３日 

１２月１６日（金）　常任委員会 

１２月２０日（火）　本会議第４日 

★12月定例会日程決まる★ 

８ 

今期市議会で可決された主な議案 

　市議会のホームページでは、議会関係の最新情報を掲載
しています。トピックスをあけていただきますと、最新の
９月定例会、質疑・一般質問をご覧いただけます。 

　第２回女性議会（模擬議会）が市総合政策部
男女共同参画推進グループの主催で開かれます。 
　市内から女性２１名が女性議員・議会運営ス
タッフとして参加し、市政の運営について、
市長はじめ市の幹部に質問をするとともに、
議会スタッフの一員として女性議会を運営す
ることになっています。 
　市行政全般について鋭い質問を投げかけ、
市当局に迫る場面が予測できます。 
　ぜひ、市民のみなさま、おそろいで女性議
会議員の応援にお越しください。 
 
＊当日「一時保育（無料）」をご利用いただけます。
ご希望の方は、１１月１５日までに市役所男女共同
参画推進グループに電話（６３－１０００内線７８５）で
お申し込みください。  

　○日　時　　平成１７年１１月２２日(火) 
　　　　　　　　　　　　　 午後１時から 

　○場　所　　市議会議場（市役所本庁５階） 

　12月定例会の日程が決まりました。 
　本会議には、ぜひ、ご来場くださいまして、議会
のもようをご覧くださいますようご案内いたします。
定例会は、議案審議、議員の質疑、質問、市長の答
弁をおこないます。真剣な討論のやりとりを味わっ
てください。 

11月22日（火）１３：００ 
 

「女性議会」開催 「女性議会」開催 「女性議会」開催 




